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状突起の olfactory vesicle (嘆小胞)を dendritic bulb (樹状突起球)と呼ぶことを提唱した。そ
の中に含まれる口臭小胞の基底小体は 3 付属物をもっ。 1 )は dendritic bulb の中央に向って出る円錐
形で横紋をもっ basal footで、ときに 2 個ある。 2 )は同じ横紋をもっ1. 2μm長の rootle t.で， 3 )は 9






















日臭小毛は 9 十 2 の軸糸をもち，その基底小体は， 1) 横紋をもっ basal foot , 2) 同じく横紋をもっ
rootlet，および 3) 9 本の“spokes" をもっ。また大有芯小胞が日臭細胞の核周部と軸索に存在する
ことが証明された。樹状突起は遊離リボソームを含むが大有芯小胞をもたず，軸索突起は大有芯小胞
をもつがリボソームをもたない。
次に，基底細胞と口臭細胞核周部の間で遊離リボソームに富んだ未分化細胞(間細胞)が認められ，
この細胞群の中には核分裂像や核上部に中心粒集団をもつものが観察されたため，間細胞は嘆細胞や
支持細胞の前駆体であると推定された。 嘆腺は上皮内導管部の細胞も含めて すべて分泌機能をもっ
細胞からなり，その分泌物は粘質多糖類であることが光顕および電顕組織化学的に示された。
以上山本君の論文はコウモリおよびウサギを材料とし，日甫乳類のH臭粘膜の電子顕微鏡レベルの地図
をはじめて作成したものであって，今後の口臭感覚の生理学の発展に形態学的な立場から寄与するとこ
ろ多く，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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